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片塩中学校

▪〒635-0045

大和高田市中三倉堂２丁目９

▪４小学校から集まる。

（浮孔、浮孔西、菅原、片塩）

▪1年生 5クラス 178人

▪2年生 4クラス 160人

▪3年生 5クラス １９７人 計53５人



Chromebook

用途

▪クラスルーム

▪ドキュメント

▪ミライシード

活用方法

▪小テスト

▪実験方法、結果の共有

▪理解の確認

▪調べ学習

▪スライド

▪NHK for School



ミライシード

オクリンクとムーブノートの

2種類を使い分けることが

できる。



ミライシード
(オクリンク)

ロイロノートに似ている。







ミライシード
(ムーブノート)

▪授業開始で一斉に生徒に画面の

共有ができる。

▪５つのタブを使い分けることができ

る。

▪生徒の回答をキーワード集計でき

る。

▪自由にグループ化できる。

▪スタンプ機能で表現できる。



















実験
白い粉末の見分け方



1 実験計画① 各自で実験方法を考え、班で共有

2 実験計画② 班で実験計画書を作成

3 実験 計画書を基に実験を行う

4 結果の共有・考察 クラスで共有

5 実験から 有機物、無機物の説明



実験計画①



実験計画②



実験

ABCD
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結果の共有・考察







実験から



班で話し合って、実験の計画を立てたので、グループの中が深まったなと思います。

この実験は、自分でやったから理解がいつもより深くできた

今までははじめから実験のしかたを決められてそれをしてたけど今回の1から実験の仕方を考
えて大変だったけど自由に実験できて面白かった

先生からの指示なしでグールプで考えてやるのが新鮮で楽しかったです。

自分たちで実験方法を考えないといけなかったから難しかった

見ためでは、理科は見分けられない。理科には沢山の楽しみがある。

粉を水で溶かして火で温めたら、とろとろになったから凄く興味深い実験だった。

すごく難しかったし、することが多くてテンパっていたけど楽しかったのもありました。私達のグ
ループがした実験は焼くものでひとつひとつの粉を焼くと溶けたり固くなったり焦げたりして結
果もしっかりわかった。あまりややこしいのは好きではないけどまたこんな実験ができたらいい
なと思った。

色々とパニックになったので、実験があまり上手く進みませんでした。次、またグループのみん
なで実験するとしたら、ちゃんと順序よく進めるように努力したいです。



◼ 実験方法は、あえてアナログで考えさせた。過去の学習

から生徒に考えさせることにより、複雑で難しい実験を

避けるため。実験中にChromebookを操作するには危

険だと思ったから。

◼ 実験方法は班によって異なるので、全体で素早く共有す

るためミライシードを活用し、キーワード集計をすること

により、同じ実験方法でまとめることでわかりやすいと

考えた。



課題

▪全部の班が同じ実験をしないので、

実験準備が大変だった。

▪実験の方法も違うので、実験計画を

ていねいに立てさせないといつも以

上に危険が伴う。

▪ソフトの誤答もあるので思ったような

キーワードで集計できない。漢字と

ひらがなでグループがわかれてしま

う。



成果

▪いつもは受け身の実験が多い分主体

的に学習に取り組む姿が多く見られた。

▪同じ実験方法のほかの班の結果を聞

き自分たちの班と結果が違うとき何が

違うのか考えることができていた。

▪ほかの班に結果を共有するにはムー

ブノートの機能自体は向いていた。



まとめ

▪ICTを活用することで、興味を引くこ

とはできるが、理解が伴うかはもう少

し検証が必要。

▪記憶に残るのはICTを使ったことより

も実験で見たり工夫したことの方が

多かった。



ご清聴ありがとうございました


